
「
公
職
追
放
」
に
つ
い
て
は
、
白
川
静
博
士
が
「
蘆
北
先
生
遺
事
」
と
題
し

て
「
立
命
館
文
学
」
（
五
二
号
平
成
元
年
六
月
）
に
当
時
の
複
雑
な
学

内
事
情
を
証
言
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

譜
」
は
便
利
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
重
複
に
つ
い
て
の
事
情
を

賢
察
願
い
た
い
。
な
お
、
「
年
譜
」
昭
和
二
二
年
の
項
の
、
小
泉
先
生
の

を
刊
行
す
る
。
同
書
巻
末
に
、
國
末
泰
平
氏
、
安
森
敏
隆
氏
の
協
力
を
得
て

「
略
年
譜
」
を
付
し
た
が
、
頁
の
関
係
で
歌
文
の
省
略
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
で
、
原
「
年
譜
」
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
基
本
内
容
に
重
複
の
あ
る

の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
『
全
歌
集
」
を
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
す

る
が
、
刊
行
部
数
が
少
な
く
、
手
に
す
る
機
会
の
な
い
人
に
は
、
本
誌
「
年

生
の
創
設
に
な
る
「
ポ
ト
ナ
ム
短
歌
会
」
（
前
代
表
和
田
蕊
二
郎
先
生
、
現

代
表
金
子
元
英
氏
）
は
記
念
し
て
「
小
泉
蓼
三
全
歌
集
』
（
短
歌
新
聞
社
）

本
年
（
二
○
○
四
年
）
、
小
泉
蓼
三
先
生
の
生
誕
百
十
年
を
迎
え
る
。
先

小
泉
友
一
一
一
一
年
譜

は
し
が
き

小
泉
蓼
三
年
譜

年
譜

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
四
月
四
日
神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
矢
部
町
八

一
番
地
に
生
ま
れ
る
。
家
業
は
茶
舗
。
本
名
、
藤
造
。
父
、
藤
治
、

母
、
ヨ
ネ
の
長
男
。
な
か
、
あ
き
の
二
姉
。

明
治
四
一
年
（
一
九
○
八
）
一
四
歳
四
月
、
神
奈
川
県
立
第
一
中
学
校
入

学
。

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一
九
歳
三
月
、
同
校
卒
業
。
こ
の
こ
ろ
第
二
次

「
車
前
草
社
」
に
入
会
。

大
正
三
年
二
九
一
四
）
二
○
歳
四
月
、
東
洋
大
学
専
門
部
二
科
（
夜
間

部
）
に
入
学
。
歌
誌
「
水
甕
」
創
刊
に
参
加
し
、
筆
名
「
藤
三
」
と

す
る
。

横
浜
の
停
車
場
の
隅
四
五
人
の
人
間
が
貨
車
を
推
し
て
ゐ
た
り
き

松
本
楼
の
白
テ
ー
ブ
ル
を
林
間
に
か
つ
ぎ
出
し
て
友
と
酒
く
む

姉
の
子
と
我
と
が
遊
ぶ
峡
の
家
に
二
房
三
一
房
赤
き
南
天
（
四
月
）

（
五
月
）

上
田

博



大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
二
三
歳
三
月
、
東
洋
大
学
専
門
部
二
科
を
卒
業
。

七
月
、
中
等
学
校
国
語
漢
文
科
教
員
無
試
験
検
定
合
格
。
深
川
に
養

魚
場
を
開
く
。

大
正
八
年
三
九
一
九
）
二
五
歳
堀
江
登
喜
と
結
婚
。

大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
二
六
歳
福
井
県
北
陸
中
学
校
教
諭
と
な
る
。
九

月
二
八
日
、
長
男
情
生
ま
れ
る
。

大
正
一
○
年
（
一
九
二
一
）
二
七
歳
一
月
八
日
、
父
藤
治
逝
去
。
七
月
、

埼
玉
県
川
越
中
学
校
教
諭
と
な
る
。
こ
の
頃
歌
誌
「
聖
土
』
を
創
刊
。

大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
二
八
歳
一
月
、
京
城
公
立
高
等
女
学
校
教
諭
。

糸
を
ま
く
指
さ
き
寒
み
あ
は
れ
か
も
絹
糸
の
も
つ
れ
わ
れ
の
と
き

え
ず

は
し
き
や
し
少
女
来
た
り
て
糸
買
う
と
店
に
立
ち
た
り
少
女
来
た

り
て

藤
三
「
落
日
」
（
「
水
甕
」
大
五
・
二
）

青
山
の
糸
物
店
は
き
む
き
か
も
し
ま
の
き
い
つ
け
い
と
ま
く
わ
れ
に

（
七
月
）

藤
三
（
「
水
甕
」
大
三
・
四
～
同
八
）

峡
底
の
冬
の
ま
ち
は
も
ま
き
び
し
く
一
す
ぢ
の
川
し
ら
ひ
か
り
た
り

汽
車
が
走
れ
ば
真
赤
な
落
日
ひ
た
走
る
木
立
を
透
き
て
真
赤
な
落
日

風
氏
の
も
の
な
ど
を
愛
読
し
て
ゐ
た
や
う
に
覚
え
て
ゐ
る
。

「
そ
の
頃
の
私
は
一
個
の
ト
ル
ス
ト
イ
ア
ン
で
あ
っ
て
、
相
馬
御’－，

中

四
月
、
百
瀬
千
尋
と
「
ポ
ト
ナ
ム
短
歌
会
」
を
創
立
、
「
ポ
ト
ナ
ム
」

を
創
刊
。
「
野
に
立
ち
て
」
を
創
刊
の
こ
と
ば
と
す
る
。

略
）
全
く
百
姓
も
し
く
は
金
魚
屋
と
し
て
過
し
た
わ
け
で
あ
る
。

（
中
略
）
印
半
纏
に
縄
の
帯
で
働
い
て
ゐ
た
り
、
京
城
駅
へ
着
い

先
生
に
な
っ
た
時
、
近
所
の
人
達
は
私
が
東
大
門
の
小
学
校
先
生

に
出
世
し
た
と
言
う
て
、
酒
を
も
ち
こ
ん
で
き
た
。
」
蓼
三
「
私

と
朝
鮮
」
（
「
ポ
ト
ナ
ム
」
昭
二
・
四
）

た
鰻
を
荷
車
に
積
ん
で
南
大
門
黄
金
町
通
東
大
門
清
涼
里
と
、
息

を
切
ら
し
て
走
っ
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
が
初
め
て
京
城
で

「
大
正
十
一
年
一
月
、
京
城
日
々
新
聞
社
主
催
の
全
朝
鮮
短
歌
会

が
開
か
れ
、
会
す
る
も
の
四
十
余
名
、
閉
会
近
く
一
隅
か
ら
重
い

口
を
ひ
ら
い
た
小
泉
藤
三
（
蓼
三
）
に
、
千
尋
は
一
瞬
強
く
惹
か

れ
た
。
雨
傘
を
持
た
な
い
の
で
有
名
な
、
女
学
校
の
教
師
で
し
か

も
安
甘
川
養
魚
池
の
主
人
は
、
土
臭
い
容
姿
な
が
ら
、
「
夕
潮
」

の
出
版
を
前
に
熱
情
を
ひ
そ
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
二
月
二
十

一
日
、
千
尋
は
安
甘
川
の
藤
三
を
訪
問
、
即
日
短
歌
雑
誌
創
刊
か

ら
、
誌
名
「
ポ
ト
ナ
ム
」
、
同
人
の
顔
ぶ
れ
ま
で
決
め
て
し
ま
つ

勧
誘
状
を
持
参
、
二
人
の
手
で
、
創
刊
宣
言
文
、
挨
拶
状
を
作
り
、

創
刊
言
の
ビ
ラ
は
大
通
り
大
商
店
の
飾
り
窓
に
貼
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
し
た
。
商
店
主
は
満
鉄
京
城
管
理
局
購
買
部
勤
務
の
千
尋
の

一
日
、
千
尋
匹

ら
、
誌
名
づ

た
。
五
日
後
、
四
條
派
の
絵
を
描
く
千
尋
自
筆
の
絵
葉
書
に
よ
る 二



顔
見
知
り
の
店
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
賛
成
、
協
力
し
て
く
れ
た
。

三
月
二
十
三
日
、
彼
岸
の
中
日
と
は
い
え
外
で
は
吹
雪
が
吹
き
荒

ん
で
い
た
。
ぎ
い
ぎ
い
と
家
鳴
り
の
は
げ
し
い
家
で
、
火
桶
の
火

を
か
き
立
て
な
が
ら
、
や
っ
と
創
刊
号
の
編
輯
を
終
っ
た
二
人
は
、

ほ
っ
と
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
蓼
三
が
高
く
さ
し
上
げ
た
ラ
ン
プ
の

灯
を
た
よ
り
に
外
へ
出
る
と
、
道
は
雪
に
埋
ま
っ
て
い
た
。
」

百
瀬
桂
「
（
父
を
語
る
）
安
甘
川
の
二
人
」

（
「
ポ
ト
ナ
ム
」
八
○
○
号
記
念
平
四
・
一
二
）

に庭
垣
の
ポ
ト
ナ
ム
の
芽
は
ふ
ふ
め
ど
も
あ
け
く
れ
を
い
ま
だ
寒
き

風
ふ
く

う
っ
つ
な
ぐ
吹
き
ゆ
く
風
の
見
ゆ
る
か
も
庭
に
つ
づ
け
る
白
楊
の

垣
に藤
三
「
白
楊
」
（
「
ポ
ト
ナ
ム
」
創
刊
号
大
二
・
四
表
紙
）

ポ
ト
ナ
ム
の
直
ぐ
立
つ
枝
は
ひ
そ
か
な
り
ひ
と
時
明
き
夕
べ
の
丘

青
空
に
湧
き
て
た
だ
よ
ふ
雲
多
し
さ
す
日
の
ひ
か
り
春
め
き
に

空
わ
た
る
日
の
光
さ
へ
お
の
づ
か
ら
明
る
く
な
り
て
春
は
来
に
け
り

つ
囲

日
の
半
袈
う
す
れ
ゆ
き
っ
魁
暮
れ
そ
む
る
空
の
色
よ
り
寂
し
き
は
な
し

春
の
空
を
愛
し
き
も
の
と
は
思
ひ
し
が
仰
ぎ
見
つ
魁
さ
ら
に
愛
し

こ
も
り
ゐ
の
う
ら
寂
し
さ
や
窓
ゆ
さ
す
陽
の
暖
き
春
と
は
な
り
つ

小
泉
蓼
三
年
譜

朝
よ
り
の
雪
ふ
り
や
み
て
夕
ぐ
れ
ぬ
空
し
き
思
ひ
に
耐
へ
て
わ
が

く
思
ふ

夕
ぐ
れ
を
空
な
ら
し
ゆ
く
風
出
で
て
雪
は
み
だ
る
啓
小
窓
の
外
に

明
る
き

つ
た
冬
空
に
高
く
ひ
ろ
げ
て
居
り
、
松
の
間
か
ら
緒
土
の
断
崖
や

山
檗
な
ど
の
、
判
然
見
え
る
低
山
性
の
山
脈
に
は
、
弱
い
冬
の
日

光
が
、
微
妙
な
、
無
限
に
似
た
輝
き
を
見
せ
Ｙ
そ
の
山
頂
と
真
蒼

な
空
と
の
境
界
の
あ
た
り
を
、
時
と
し
て
は
、
は
や
く
も
春
ら
し

い
明
る
さ
を
持
っ
た
白
雲
が
、
悠
々
東
の
方
へ
流
れ
て
行
く
の
で

あ
る
。
厳
然
た
る
落
日
の
最
後
の
光
炎
、
夜
の
空
に
き
ら
め
く
星

は
特
に
美
し
い
。
そ
れ
は
、
内
地
に
あ
っ
て
み
る
よ
り
も
幾
倍
の

清
純
さ
と
、
地
上
へ
の
近
さ
と
を
、
も
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

か
つ
て
、
私
は
、
私
の
愛
す
る
人
と
共
に
あ
っ
て
、
月
を
仰
ぎ
夜

の
海
の
静
寂
ざ
を
味
っ
た
。
い
ま
、
私
は
ひ
と
り
嘆
き
と
焦
燥
と

の
う
ち
に
、
そ
し
て
自
然
の
永
遠
性
に
対
す
る
押
へ
切
れ
ぬ
憧
慢

を
感
じ
っ
国
朝
鮮
の
山
川
に
対
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
、
こ
の
ほ
ん

の
瞬
間
の
自
然
に
対
す
る
法
悦
境
よ
り
生
ず
る
感
激
が
、
私
の
心

居
り

さ
ら
さ
ら
に
降
り
来
し
雪
の
夕
ま
け
て
小
降
り
と
な
り
つ
し
ば
し

「
こ
の
頃
の
朝
鮮
の
自
然
は
殊
に
寂
し
い
、
殖
民
地
特
有
の
ボ
ブ

ラ
は
、
落
葉
し
つ
く
し
た
枯
枝
の
細
か
な
直
立
の
姿
を
、

藤
三
「
春
雪
」
（
「
ポ
ト
ナ
ム
」
創
刊
号
）

澄
み
徹三



大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
二
九
歳
一
月
、
筆
名
を
「
蓼
三
」
と
改
め
る
。

八
月
、
水
甕
社
を
退
社
。

商
学
か
を
学
ん
で
い
た
。
大
正
六
年
東
洋
を
卒
業
す
る
頃
か
ら
深

川
に
養
魚
場
を
開
い
て
相
当
大
仕
掛
け
に
金
魚
を
養
殖
し
、
着
々

そ
の
成
果
を
あ
げ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
同
年
九
月
三
十
日
夜

生
命
あ
り
て
こ
の
章
山
の
草
を
し
き
こ
れ
の
わ
が
世
の
愛
し
く
な

れ

お
く
つ
き
に
散
り
た
る
松
の
葉
を
見
れ
ば
父
埋
め
し
山
に
多
き
松

深
川
の
洲
崎
の
う
み
の
な
つ
ち
か
み
病
み
て
ゐ
る
子
を
あ
は
れ
と

「
彼
は
東
洋
大
学
へ
入
学
す
る
と
同
時
に
明
治
大
学
で
経
済
学
か

は
り
つ
め
し
氷
の
中
に
金
魚
ゐ
て
尾
鰭
ひ
ろ
げ
て
死
に
た
る
あ
は

れ
り

か
も

そ
の
眼
の
涙
ぬ
ぐ
ふ
と
ひ
そ
や
か
に
娘
は
窓
の
べ
に
よ
り
立
て
る

思
ふ

の
突
如
と
し
起
っ
た
関
東
地
方
大
津
波
に
よ
っ
て
跡
形
も
な
く
洗

の
樹

に
向
っ
て
、
微
か
な
が
ら
も
、
純
化
と
洗
練
と
、
統
一
と
を
教
へ

て
く
れ
さ
う
な
気
さ
へ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
」

小
泉
藤
三
「
野
に
立
ち
て
」
（
「
ポ
ト
ナ
ム
」
創
刊
号
）

「
夕
潮
』
（
八
月
）

大
正
一
一
一
一
年
（
一
九
二
四
）
一
一
一
○
歳
二
月
、
東
京
府
立
第
一
商
業
学
校
教

諭
。
五
月
、
「
ポ
ト
ナ
ム
」
を
休
刊
し
、
「
微
撹
」
と
合
併
。

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
三
一
歳
一
月
、
「
ポ
ト
ナ
ム
」
を
復
刊
、
第

四
巻
一
号
と
す
る
。
十
一
月
、
次
男
洞
生
ま
れ
る
。

大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
三
二
歳
五
月
、
「
評
釈
大
伴
家
持
全
集
」

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
三
三
歳
七
月
、
高
等
学
校
国
語
科
教
員
試
験
検

定
に
合
格
。
十
二
月
、
新
潟
県
立
新
潟
商
業
学
校
教
諭
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
四
歳
登
喜
と
離
婚
。

昭
和
五
年
（
一
九
一
一
一
○
）
三
六
歳
一
一
一
好
桂
子
と
結
婚
。
九
月
、
長
野
県
立

女
子
専
門
学
校
教
授
。
夏
期
講
習
で
久
松
潜
一
と
初
対
面
。
「
ポ
ト

ナ
ム
」
に
「
短
歌
講
座
」
を
開
い
て
、
近
代
短
歌
研
究
を
ス
タ
ー
ト

し
、
若
手
の
研
究
者
の
養
成
を
目
ざ
し
た
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
八
歳
九
月
、
立
命
館
大
字
専
門
学
部
文
学
科

教
授
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
一
一
一
九
歳
一
月
、
「
ポ
ト
ナ
ム
」
誌
上
に
「
現
実

的
新
杼
情
主
義
短
歌
の
提
唱
」
を
発
表
し
、
今
後
の
指
針
と
す
る
。

た
こ
と
も
あ
る
。
」

小
野
教
孝
「
畏
友
小
泉
君
」
（
「
ポ
ト
ナ
ム
」

小
泉
蓼
三
先
生
追
悼
号
昭
三
二
・
五
）

り
、
』

た
頃
、

い
去
ら
れ
て
、
彼
は
そ
の
間
に
辛
う
じ
て
た
す
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
続
い
て
茶
会
社
を
組
織
し
て
、
い
よ
い
よ
仕
事
の
緒
に
つ
い

経
済
界
の
大
不
況
に
禍
い
さ
れ
て
資
本
の
大
半
を
喪
失
し 四



の
核
心
が
、
詩
形
に
凝
集
さ
れ
て
、
キ
ラ
キ
ラ
と
光
輝
す
る
と
き

こ
そ
、
始
め
て
其
歌
は
高
い
位
置
に
お
か
れ
る
。
一
首
の
表
現
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
の
一
首
に
、
一
首
以
前
の
す
べ
て
を
注
ぎ
こ
ま

ね
ば
な
ら
な
い
。
其
処
に
現
実
感
の
核
心
把
握
す
る
彫
心
の
苦
も

あ
る
で
あ
ろ
う
。
現
実
感
を
具
象
的
に
表
現
す
る
こ
と
は
、
比
較

的
自
由
な
か
の
自
由
律
詩
形
を
も
っ
て
す
ら
、
詩
人
達
が
骨
を
け

ず
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。
ま
し
て
や
短
歌
に
お
い
て
は
、
短
歌
形

式
と
言
う
不
可
避
な
厳
重
な
拘
束
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
拘
束
と

「
文
学
が
我
々
の
肉
体
的
行
動
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
肉
体
的

行
動
で
あ
る
た
め
に
光
り
得
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
た
と
い
短

歌
が
微
小
な
一
詩
形
に
過
ぎ
ぬ
と
し
て
も
、
そ
の
中
に
我
々
の
肉

体
の
陰
影
を
余
す
所
な
く
、
投
射
す
べ
く
試
み
ね
ば
な
ら
な
い
。

寂
し
さ
は
極
る
に
ち
か
し
ふ
か
ふ
か
と
曇
れ
る
海
に
む
か
ひ
て
眼

を
と
づ

歌
集
「
く
さ
ふ
ぢ
』
（
四
月
）

過
去
が
我
々
の
肉
体
の
上
に
落
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
陰
影
が
、

職
を
賭
し
て
わ
が
な
す
こ
と
を
愚
な
り
と
誘
ふ
る
人
ら
職
を
情
め
り

天
づ
た
ふ
月
よ
み
の
ひ
か
り
な
が
れ
た
り
し
ら
じ
ら
と
し
て
遠
き

草
原

見
は
る
か
す
日
本
と
恩
ふ
空
と
ほ
し
ほ
の
け
き
雲
に
春
日
か
が
よ
ふ

昼
の
雨
あ
か
る
く
降
る
や
ひ
そ
か
な
る
膜
の
あ
り
と
人
は
知
ら
ざ

ら
む

小
泉
薬
一
三
年
譜

そ

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
四
○
歳
一
月
、
「
立
命
館
文
学
」
を
創
刊
し
、

編
集
主
任
と
な
る
。
十
月
、
『
正
岡
子
規
根
岸
短
歌
会
の
位
相
』

昭
和
一
○
年
（
一
九
三
五
）
四
一
歳
四
月
、
立
命
館
大
学
専
門
学
部
文
学

科
主
事
。

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
四
四
歳
四
月
、
「
明
治
大
正
歌
書
年
表
増
補

版
」
に
よ
り
、
第
一
回
日
本
歌
人
協
会
賞
を
受
く
。
十
二
月
、
陸

軍
省
嘱
託
と
し
て
北
支
・
中
支
に
従
軍
。

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
四
五
歳
四
月
、
中
国
よ
り
帰
国
。

昭
和
一
五
年
二
九
四
○
）
四
六
歳
陸
軍
省
嘱
託
を
解
か
れ
る
。
六
月
、

立
命
館
大
学
よ
り
向
う
三
か
年
中
国
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
国
立
北

京
師
範
大
学
教
授
を
兼
任
す
る
。
「
明
治
大
正
短
歌
資
料
大
成
（
歌

論
集
成
）
」
（
第
一
巻
）
。
九
月
、
「
近
代
短
歌
の
性
格
』

相
抗
し
て
、
こ
れ
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

小
泉
蓼
三
「
短
歌
の
方
向
現
実
的
新
杼
情
主
義
短
歌
の
提
唱
」

（
「
毎
日
新
聞
」
昭
七
・
一
一
・
一
六
～
二
三
）

黄
河
の
流
に
浮
ぶ
屍
は
こ
こ
の
岸
辺
を
さ
ら
ず
た
だ
よ
ふ

砲
隊
鏡
に
う
つ
る
奏
嶺
山
脈
は
突
兀
と
し
て
寂
し
き
に
似
っ

切
開
し
て
呼
吸
を
保
た
し
め
ん
と
い
ふ
軍
医
の
声
が
う
っ
っ
に
聞
ゆ

死
ぬ
べ
く
は
静
け
く
あ
ら
む
と
思
ふ
さ
へ
現
身
の
身
は
た
だ
に
虚

し
き
。

戦
い
に
死
に
て
行
き
た
る
つ
は
も
の
の
墓
標
並
く
り
川
沿
ひ
の
駅
に五



昭
和
一
六
年
（
一
九
四
二
四
七
歳
四
月
、
立
命
館
大
学
法
文
学
部
国
文

学
科
が
創
設
さ
れ
、
教
授
と
な
る
。
「
明
治
大
正
短
歌
資
料
大
成

（
歌
書
綜
覧
迄
（
第
二
巻
）
。
五
月
、
華
北
日
本
語
教
育
研
究
所
員
を

兼
任
す
る
。

昭
和
一
七
年
二
九
四
二
）
四
八
歳
四
月
、
「
明
治
大
正
短
歌
資
料
大
成

（
短
歌
大
年
表
）
』
（
第
三
巻
）
。
九
月
、
国
立
北
京
外
国
語
専
科
学
校

上
席
教
授
を
兼
任
。

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
四
九
歳
四
月
、
立
命
館
大
学
よ
り
中
国
出
張

を
解
か
れ
、
立
命
館
大
学
に
帰
任
。

昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
五
○
歳
三
月
、
「
ポ
ト
ナ
ム
」
第
二
二
巻
三

号
（
通
巻
二
五
四
号
）
を
も
っ
て
休
刊
。
四
月
、
雑
誌
統
合
の
国
策

に
よ
り
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
と
合
併
す
る
。

昭
和
二
○
年
二
九
四
五
）
五
一
歳
二
月
八
日
、
長
男
小
泉
清
、
輸
送
船

昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
五
二
歳
出
版
社
白
楊
社
を
組
織
す
る
。

戦
死
。

団
に
て
台
湾
沖
（
高
雄
州
ガ
ラ
ン
ピ
方
面
）
南
下
中
爆
撃
を
受
け
て

捕
ら
は
れ
て
歎
く
を
知
ら
ぬ
少
年
の
明
日
の
運
命
を
ひ
そ
か
に
想
ふ

亡
骸
は
敵
と
味
方
を
分
た
め
や
弾
飛
ぶ
な
か
に
曝
さ
れ
て
あ
は
れ

東
亜
の
民
族
こ
こ
に
闇
へ
り
ふ
た
た
び
か
か
る
戦
な
か
ら
し
め

慎
ま
し
く
差
出
す
紙
幣
鮫
み
居
り
肌
身
に
長
く
添
へ
て
来
た
り
し

地
の
涯
の
戦
線
に
し
て
妻
の
も
と
に
金
届
け
た
し
と
兵
の
言
ひ
出
づ

歌
集
『
山
西
戦
線
」
（
五
月
）

昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
五
三
歳
一
月
、
旧
ポ
ト
ナ
ム
同
人
を
中
心
と

し
て
歌
誌
「
く
さ
ふ
ぢ
」
（
羽
田
書
房
発
行
）
を
創
刊
。
三
月
、
『
歌

人
子
規
と
そ
の
周
囲
」
。
四
月
、
「
こ
れ
か
ら
の
短
歌
の
味
ひ
方
作
り

方
」
。
六
月
、
昭
和
二
二
年
政
令
第
六
二
号
第
三
号
第
一
項
（
教
職

不
適
格
）
に
よ
り
立
命
館
大
学
教
授
の
職
を
免
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
五
四
歳
四
月
、
「
正
岡
子
規
』

昭
和
二
四
年
二
九
四
九
）
五
五
歳
一
月
、
「
く
さ
ふ
ぢ
」
選
者
制
を
と

る
。
十
二
月
、
有
限
会
社
白
楊
社
を
株
式
組
織
に
改
め
、
編
集
顧
問

と
な
る
。

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
二
五
七
歳
一
月
、
「
く
さ
ふ
ぢ
」
の
誌
名
を

「
ポ
ト
ナ
ム
」
に
復
す
。
四
月
、
ポ
ト
ナ
ム
復
元
三
○
○
号
記
念
大

会
。
九
月
、
教
職
不
適
格
と
し
て
の
指
定
を
解
除
さ
れ
る
。

街
並
は
や
け
た
る
ま
ま
に
戦
に
敗
れ
は
て
た
る
年
ゆ
か
む
と
す

地
の
上
の
人
の
営
み
か
く
し
あ
り
て
大
き
廃
嘘
を
今
の
ま
さ
め
に

正
岡
家
の
さ
び
し
墓
石
す
で
に
し
て
傍
の
土
に
草
育
み
つ
つ

接
骨
の
一
樹
の
蔭
に
っ
つ
が
な
く
鳴
雪
子
規
の
碑
な
ら
ぶ

囲
繰
む
家
並
は
焼
け
て
し
ら
じ
ら
と
立
て
る
み
墓
に
日
当
る
し
み

ら
に
（
松
山
正
宗
寺
）

う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
は
、
依
然
た
る
身
辺
雑
報
や
既
製

「
今
の
歌
壇
に
新
風
と
目
さ
れ
る
作
品
は
決
し
て
少
く
は
な
い
や

の
感
傷
を
、
新
し
い
事
象
や
、
新
奇
な
或
い
は
厳
め
か
し
い
語
彙 六



無
縁
の
も
の
で
あ
る
。

争
へ
な
い
。
そ
れ
は
、

ら
ん
だ
杼
情
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
よ
っ
て
装
う
て
ゐ
る
も
の
を
見
る
。
真
の
新
風
は
こ
れ
ら
と
は

知
的
に
し
る
直
観
的
に
し
る
か
な
り
の
努
力
を
要
す
る
こ
と
で
も

あ
り
、
更
に
詩
的
燃
焼
よ
り
、
定
型
へ
の
圧
縮
的
表
現
と
い
ふ
作

歌
の
全
過
程
に
亙
っ
て
新
し
い
試
み
が
行
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

う
で
あ
る
が
、
幸
ひ
く
ざ
ふ
ぢ
に
お
い
て
は
、
こ
の
対
立
は
避
け

凡
そ
新
風
は
常
に
多
数
の
無
理
解
に
よ
っ
て
と
こ
ろ
を
得
な
い
や

の
人
達
に
は
容
易
に
理
解
さ
れ
難
い
も
の
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
と
は

ら
れ
て
き
た
。
新
風
は
や
は
り
社
中
の
す
べ
て
の
人
々
の
支
持
な

く
し
て
は
そ
の
十
分
な
成
長
を
保
証
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
支
持

す
る
と
い
っ
て
も
、

し
て
も
ら
ひ
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
」

東
西
た
だ
な
ら
ぬ
世
相
の
け
は
ひ
さ
へ
身
に
近
く
し
て
年
の
暮
れ

慌
し
く
変
り
行
く
世
相
に
時
に
し
て
も
ま
れ
て
吾
の
な
げ
く
こ
と

行
く

の
で
は
○
な
く
、

耐
へ
耐
へ
て
行
か
む
思
ひ
も
お
の
づ
か
ら
限
り
の
あ
り
て
し
た
嘆

あ
り 「
真
実
・
杼
情
・
新
風
ｌ
「
ポ
ト
ナ
ム
」
復
刊
に
際
し
て
ｌ
」

（
「
ポ
ト
ナ
ム
」
昭
二
六
・
一
）

小
泉
蓼
三
年
譜

そ
れ
ら
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
誠
意
を
も
っ
て
接

理
解
し
難
い
も
の
を
尊
し
と
す
る
や
う
な
も

そ
れ
ら
の
よ
り
現
実
な
る
も
の
の
把
握
が
、

真
の
新
風
は
次
代
の
普
遍
的
な
真
実
を
は

し
か
し
そ
の
新
風
は
多
く

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
五
八
歳
十
一
月
二
十
一
日
、
「
明
治
和
歌
史

の
研
究
」
に
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
。
（
東
洋
大
学
提
出
）

昭
和
二
八
年
二
九
五
三
）
五
九
歳
四
月
、
関
西
学
院
大
学
教
授
。
四
月
、

ポ
ト
ナ
ム
三
十
周
年
記
念
大
会
（
京
都
）
。

昭
和
二
九
年
二
九
五
四
）
六
○
歳
金
城
学
院
短
期
大
学
教
授
を
兼
任
。

昭
和
三
○
年
二
九
五
五
）
六
一
歳
六
月
、
『
近
代
短
歌
史
明
治
篇
』

（
博
士
論
文
刊
行
）

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
六
一
一
歳
十
一
月
二
十
七
日
急
逝
。
三
十
日
、

紫
野
上
野
町
光
念
寺
に
お
い
て
告
別
式
。

藤
雲
居
士
」
。
洛
東
、
法
然
院
に
葬
る
。

く
な
り

庭
土
に
桐
の
落
葉
の
ち
ら
ば
れ
る
が
一

石
の
上
に
も
三
年
と
い
ふ
や
や
軌
道
に
乗
り
た
る
ら
し
く
ひ
そ
か

に
思
ふ

れ
り

も
ら
ふ

暮
れ
ぐ
れ
の
明
る
き
な
か
に
見
ゆ
る
も
の
今
日
の
終
の
庭
の
木
。

眼
を
病
め
ば
夕
暮
ど
き
の
明
る
さ
を
恋
ほ
し
み
て
ひ
と
り
室
に
こ

物
見
れ
ば
た
ち
ま
ち
涙
に
じ
み
く
る
眼
を
ぱ
ぬ
ぐ
ひ
つ
つ
し
ば
ら

石

「
歳
暮
」
（
「
ポ
ト
ナ
ム
」
昭
二
六
・
一
）

葉
ご
と
に
月
に
ぬ
れ
て
光

一
十
七
日
急
逝
。
三
十
日
、

法
号
「
清
泉
院
映
誉
瑞
光七



と
が
あ
る
が
、
よ
く
集
め
ら
れ
た
と
感
心
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
短
歌
史
を

大
学
の
研
究
室
で
そ
れ
ら
の
資
料
の
あ
る
部
屋
を
案
内
さ
れ
、

た
一
冊
な
ど
は
私
も
大
い
に
恩
恵
を
う
け
た
。

歌
史
の
研
究
に
没
頭
さ
れ
、
資
料
を
丹
念
に
集
め
ら
れ
、
明
治
大
正
の
短
歌

の
資
料
大
成
を
ま
と
め
ら
れ
た
。
明
治
の
主
要
な
歌
論
の
本
文
を
集
成
さ
れ

講
義
を
誌
上
で
連
載
し
た
時
に
は
私
も
一
二
回
筆
を
と
っ
た
と
覚
え
て
ゐ

る
Ｃ

が
そ
ん
な
こ
と
か
ら
ポ
ト
ナ
ム
は
何
時
も
い
た
だ
い
て
居
り
、

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
四
月
、
「
ポ
ト
ナ
ム
」
小
泉
薬
一
一
一
一
生
誕
百
年
記
念

特
集

昭
和
一
一
一
二
年
（
一
九
五
七
）
五
月
、
「
ポ
ト
ナ
ム
」
小
泉
蓼
三
先
生
追
悼
号
。

昭
和
五
○
年
二
九
七
五
）
十
一
月
二
十
四
日
、
法
然
院
山
内
に
歌
碑
を
建

立
。
除
幕
式
を
行
う
。

小
泉
氏
は
水
甕
の
出
身
の
歌
人
で
あ
り
、

氏
は
万
葉
集
の
大
伴
家
持
に
関
す
る
著
書
も
あ
る
が
、

「
小
泉
慈
三
氏
を
い
た
む
」
久
松
潜
一

十
一
月
、
『
小
泉
慈
三
歌
集
」

あ
ま
っ
た
ふ
月
よ
み
の
光
流
れ
た
り
し
ら
し
ら
と
し
て
遠
き
草
原

く
は
あ
り

昭
和
三
一
年

歌
集
「
く
さ
ふ
ぢ
以
後
」
（
昭
三
五
・
一
一
）

後
に
ポ
ト
ナ
ム
を
主
宰
さ
れ
た

京
都
に
参
っ
た
時
、

後
に
は
明
治
和

六
帖
詠
草
の

府
、
立
命
館

一
見
し
た
こ

ち
そ
の
基
礎
の
上
に
成
立
し
た
史
的
研
究
と
し
て
価
値
あ
る
も
の
と
思
っ

た
。
明
治
短
歌
史
家
と
し
て
氏
の
学
界
に
遺
さ
れ
た
功
績
は
大
き
い
の
で
あ

る
０

は
丹
念
に
集
め
ら
れ
、

氏
と
二
人
で
審
査
に
当
っ
た
。

ま
と
め
ら
れ
東
洋
大
学
に
学
位
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
時
は
、

資
料
大
成
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
そ
れ
と
併
せ
て
即

そ
の
論
文
も
精
細
な
研
究
で
あ
っ
た
が
、

（
う
え
だ
。
ひ
ろ
し
本
学
教
授
）

杉
浦
資
俊 八

私

Ｉ




